
「
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
」

平
成
三
十
年
度
の
第
一
学
期
が
終
了
し
ま
す
。
授
業
日
数
は
七
四
日
間
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
こ
の
七
四
日
間
は
長
か
っ
た
で
す
か
？
短
か
っ
た
で
す
か
？

一
学
期
の
最
後
の
日
に
あ
た
り
、
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
一
学
期
ど
こ
ま
で
歩
い
た
か
に
つ
い
て
話
し
を
し
ま
す
。
二
・
三
年
生
は

す
で
に
わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
年
生
は
初
め
て
な
の
で
簡
単
に
説
明
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
中
で
、
徒
歩
通
学
の
距
離
が
一
番
長
い
人
は
、
た
ぶ
ん
桧
町
四
丁
目
に

住
ん
で
い
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。
片
道
約
三
ｋ
ｍ
、
往
復
で
約
六
ｋ
ｍ
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
一
年
間
の
授
業
日
数
は
二
○
六
日
で
す
。
こ
れ
に
六
ｋ
ｍ
を
か
け
る
と
一
，
二

三
六
ｋ
ｍ
に
な
り
ま
す
。
一
年
間
で
歩
い
た
距
離
を
Ｊ
Ｒ
の
距
離
に
置
き
換
え
る
と
、

山
形
駅
か
ら
広
島
駅
ま
で
歩
い
た
距
離
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
度
ま
で
の
歩
い
た
距
離
に
プ
ラ
ス
し
て
ど
こ
ま
で
歩
い
た
か
を
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
学
期
の
授
業
日
数
は
七
四
日
間
で
す
か
ら
、
六
ｋ
ｍ×

七
四
日

で
四
四
四
ｋ
ｍ
歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
歩
い
た
一
，
二
三
六
ｋ
ｍ
に
四

四
四
ｋ
ｍ
を
た
す
と
一
，
六
八
○
ｋ
ｍ
に
な
り
、
つ
い
に
海
を
渡
り
（
実
際
に
は
海
底

ト
ン
ネ
ル
で
す
が
）
九
州
に
入
り
ま
す
。
福
岡
県
、
佐
賀
県
を
通
過
し
熊
本
駅
ま
で
歩

い
た
距
離
に
な
り
ま
す
。

ど
う
で
す
か
、
一
年
生
の
皆
さ
ん

「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
と
い
う
こ
と

。

わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
一
日
に
す
れ
ば
小
さ
な
数
字
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
日

一
日
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
「
大
変
な
数
字
」
や
「
す
ご
い
力
」
に
な
る
ん
で
す
ね
。

さ
て
、
今
年
度
の
五
中
が
重
点
的
に
取
り
組
む
項
目
の
中
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
地
域
の
方
と
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
生
徒
」
の
育
成
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は

四
月
か
ら
か
な
り
頑
張
っ
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
組
ん
だ
つ
も
り
だ
っ
た
の
で

す
が
、
地
域
の
方
か
ら
「
五
中
生
の
あ
い
さ
つ
は
昔
の
方
が
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
を

い
た
だ
き
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
と
い
う
話
を
全
校
朝
会
で
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
一

年
経
ち
ま
し
た
。
今
年
の
六
月
、
あ
る
会
合
で
地
域
の
複
数
の
方
か
ら
「
五
中
生
か
ら

あ
い
さ
つ
さ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る

「
毎
朝
あ
い
さ
つ
を

」

交
わ
す
の
が
楽
し
み
だ
」
と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

第
四
号

五
中
だ
よ
り

山
形
市
立
第
五
中
学
校

平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
発
行

あ
い
さ
つ
運
動

の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
い
る
と
感
じ
る
と
と
も
に

改
め
て

継

「

」

、

「

続
は
力
な
り

「
一
日
一
日
の
あ
い
さ
つ
の
積
み
重
ね
が
大
事
な
ん
だ
」
と
思
い
ま
し

」

た
。ま

た
、
あ
る
保
護
者
の
方
か
ら
「
自
分
の
子
供
が
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い
る
時
、
そ
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
『
お
宅
の
子
ど
も
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
』
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
子
供
が
近
所

の
方
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
れ
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
あ
い
さ
つ
を
全
く
返
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
方

は
、
夕
方
帰
宅
す
る
子
供
た
ち
に
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
小
学
生
は
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
の
に
、
中
学
生
は
全
く
返
し
て
く
れ
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
私
も
夕
方
の
あ
い
さ
つ
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
反
省

し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
生
徒
の
中
に
は

「
お
帰
り
な
さ
い
」
に
対
し
て
な
ん

、

と
返
事
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
結
果
的
に
あ
い
さ
つ
し
な
い
生
徒
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん

そ
こ
で

皆
さ
ん
に
探
究
型
学
習
の
課
題
を
出
し
ま
す

課
題
は

地

。

、

。

「

域
の
方
か
ら
『
お
帰
り
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
ら
な
ん
と
返
事
し
ま
す
か
？
そ
の
理
由

。
」

（

）

。

、

も
あ
わ
せ
て
考
え
て
く
だ
さ
い

答

＝
返
事

は
一
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん

ま
た

朝
や
夕
方
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
時
間
帯
に
合
っ
た
あ
い
さ
つ
も
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
個
人
個
人
考
え
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
答
を
み
ん
な
で
交
換
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
な
る
ほ
ど
！
」
と
参
考
に
な
る
答
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
ん

な
場
面
に
応
じ
た
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
五
中
生
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

あ
い
さ
つ
に
関
連
し
た
話
し
を
も
う
一
つ
し
ま
す
。
昨
年
度
の
全
校
朝
会
で
話
を
し

た
「
横
断
歩
道
で
、
わ
ざ
わ
ざ
車
を
止
め
て
横
断
さ
せ
て
く
れ
た
運
転
手
さ
ん
に
お
礼

の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。
今
年
に
な
っ
て
、
学
校

の
北
西
角
、
公
文
教
室
前
の
横
断
歩
道
で
す
が
、
止
ま
っ
て
く
れ
た
車
に
お
礼
を
す
る

五
中
生
を
た
く
さ
ん
目
に
し
ま
す
。
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
、

あ
い
さ
つ
と
同
じ
で
「
横
断
歩
道
で
の
五
中
生
の
お
礼
が
い
い
ね
」
と
い
う
運
転
手
さ

ん
が
少
し
ず
つ
確
実
に
増
え
て
い
け
ば
、
五
中
生
に
対
す
る
印
象
が
よ
く
な
る
だ
け
で

は
な
く

「
横
断
歩
道
に
五
中
生
が
立
っ
て
い
た
ら
止
ま
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
安
心

、

安
全
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
横
断
歩
道
で
の
お
礼
」
が
五

中
の
伝
統
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
一
学
期
を
振
り
返
っ
て

「
あ
い
さ
つ
」
と
「
横
断
歩
道
で
の
お
礼
」
に
つ

、

い
て
話
し
を
し
ま
し
た
。
今
日
は
い
い
こ
と
を
中
心
に
話
を
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
二
学
期
は
も
っ
と
多
く
の

「
う
れ
し
い
声
」
が
こ
の
五
中
に
届
く
よ
う
に
、
一
人
一
人
「
五
中
生
ら
し
く
」
行
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
校
長

阿
部

善
和
）
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組

組
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組
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３
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叶
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大
内

蘭
さ
ん
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進
行



平
成
三
十
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
四
十
九
回
山
形
県
大
会
村
山
地
区
予
選
会
（
七
月
一
四
日
）

(

四
年
連
続

県
大
会
出
場
）

優
秀
賞

吹
奏
楽
部

工
藤
紗
貴

細
谷
芽
生

向
田
衣
莉
奈

長
岡
朋
希

市
川
里
亜

金
成
紗
弥

後
藤
仁
希

佐
藤
聖
空

永
澤
結
愛
里

（
以
上
三
年
）

佐
藤
芽
生

高
橋
明
日
香

髙
橋
結
来

飯
野
亜
梨
朱

石
井

杏

大
沼
優
衣

村
形
歩
美

鑓
水
希
有

安
達
愛
菜

内
田
修
平

鎌
田
来
未

佐
藤

蓮

（
以
上
二
年
）

赤
松

葵

小
林
菜
々
（
以
上
一
年
）

県
大
会
は
七
月
二
十
九
日
（
日
）
に

「
や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」
で
開
催

、

第
五
十
八
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
主
な
結
果

平
成
三
十
年
七
月
二
十
日
（
金
）
～
二
十
三
日
（
月
）

《
団
体

（
東
北
大
会
出
場
）

》
女
子
バ
レ
ー

東
北
大
会

第
二
位

會
田
な
な
み
三
年

岩
田

央
三
年

阿
部
純
佳
三
年

新
関
日
愛
里
三
年

石
黒
楓
和
三
年

鈴
木
萌
乃
三
年

半
澤
大
空
三
年

竹
村

花
三
年

秋
場
由
姫
一
年

秋
葉
瑞
来
一
年

白
壁
若
葉
一
年

佐
藤
琴
音
一
年

《
個
人

（
入
賞
・
東
北
大
会
出
場
）

》
鈴
木
優
太
三
年
（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）
東
北
大
会

優

勝

鈴
木
優
太
三
年
（
水
泳
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）
東
北
大
会

長
岡
愛
海
一
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
ｍ
背
泳
ぎ
）
東
北
大
会

向
江

楓
三
年
（
新
体
操
総
合
二
位
、
フ
ー
プ
二
位
、
ボ
ー
ル
二
位
）
東
北
大
会

第
二
位

北
澤
怜
朗
三
年
（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）
東
北
大
会

第
三
位

北
澤
怜
朗
三
年
（
水
泳
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
）
東
北
大
会

冨
樫
晴
乃
一
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
ｍ
平
泳
ぎ
）

第
五
位

長
岡
愛
海
一
年
（
水
泳
女
子
二
○
○
ｍ
背
泳
ぎ
）

第
七
位

長
岡
愛
海
一
年
、
吉
田
葵
唯
二
年
、
冨
樫
晴
乃
一
年
、
國
井
椎
菜
二
年

第
八
位

（
水
泳
女
子
四
○
○
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）

躍
動

～
五
中
生
の
活
躍
～

山
形
市
中
学
校
文
化
連
盟
美
術
専
門
部
主
催

第
三
回
山
形
市
Ｄ
１
グ
ラ
ン
プ
リ

優
良
賞

遠
藤

華
鈴

三
年

展

第
四
二
回
山
形
市
中
学
校
美
術
部

特
選

植
木

若
菜

三
年

特
選

吉
田

奏
来

二
年

山
形
市
夏
休
み
生
活
標
語

優
秀
賞

北
澤
怜
朗

三
年

「
ラ
イ
バ
ル
と

切
磋
琢
磨
し

日
々
進
夏
」

入
選

長
谷
川

環

三
年

入
選

佐
藤

蓮

二
年

入
選

金
沢
隼
太
郎

一
年

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

山
形
市
推
進
委
員
会

「
家
庭
の
日
」
標
語

最
優
秀
賞

吉
田

奏
来

二
年

「
お
か
あ
さ
ん

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て

私
見
て
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語

優
秀
賞

川
俣

知
央

二
年

「

大
丈
夫
？
」
そ
の
一
言
が

助
け
船
」

「

東北大会（期日、会場） ガンバレ！五中生！
バレーボール ８月８日～１０日 青森市
新 体 操 ８月８日～10日 宮城県利府町
水 泳 ８月３日～ ５日 米沢市



七
月
二
十
七
日
（
金
）

校
内
弁
論
大
会

学
年
代
表
二
名
ず
つ
の
計
六
名
で
「
校
内
弁
論
大
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

六
月
下
旬
か
ら
下
書
を
始
め
、
各
学
級
で
お
互
い
の
弁

論
を
発
表
し
、
学
級
代
表
を
選
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
学
年
で
学
級
代
表
の
発
表
を
行
い
、
学
年
代
表
二
名
を

選
出
し
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
堂
々
と
し
た
態
度
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

弁
論
の
内
容
を
、
全
校
生
徒
も
し
っ
か
り
聞
い
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

<

各
学
年
の
代
表
生
徒
と
論
題>

三
年
代
表

向
田
衣
莉
奈
さ
ん

「
将
来
の
夢
と
は
」

菅
原
拓
真
さ
ん

「
不
幸
と
不
自
由
の
関
係
」

二
年
代
表

坂
入
美
穂
さ
ん

「
同
調
」

齋
藤
和
希
さ
ん

「
良
い
嘘
と
悪
い
嘘
」

一
年
代
表

鈴
木
愛
深
さ
ん

「
命
」

佐
藤
姫
花
さ
ん

「
半
分
だ
か
ら
こ
そ
」

学
校
代
表
に
選
ば
れ
た
生
徒
は
、
九
月
の
「
少
年
の
主
張

大
会
」
に
学
校
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

地
域
の
一
員
と
し
て
「
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

五
中
で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
分
の
住
む
地
域
へ
帰
属
心
や
奉
仕
の
精
神
を
大
切
に
す
る
と
共
に
、そ
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
自
己
判
断
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
会
長
様
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
今
年
度
も
夏
季
休
業
中
に
自
発
的
な
奉
仕
活
動
（
貢
献
活

動
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
区
班
ご
と
の
活
動
な
の
で
、
活
動
日
時
、
活
動
内
容
、
持
ち
物
な
ど
が
違
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
の
活
動
し
て
い
る
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
一
声
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
生
徒
た
ち
の
大
き
な
励
み
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

□
期
間
…
七
月
二
十
八
日
～
八
月
五
日
（
一
時
間
程
度
）

□
活
動
場
所
…
各
町
区
の
公
園
、
集
会
場
等

こ
れ
か
ら
の
予
定

七
月

二
十
七
日（
金
）

一
学
期
終
業
式

二
十
八
日（
土
）～
八
月
二
十
日（
月
）

夏
休
み

二
十
九
日（
日
）

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

三
十

日（
月
）

三
年
生
三
者
面
談
開
始

二
年
自
主
学
習
会

三
十
一
日（
火
）

三
年
学
習
会

八
月

二
日（
木
）

一
年
・
三
年
学
習
会

三
日（
金
）

一
・
三
年
学
習
会

三
日（
金
）

二
年
自
主
学
習
会

十
三
日（
月
）～
十
六
日（
木
）学
校
閉
校
日

十
九
日（
日
）

五
中
学
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
親
善
球
技
大
会

※
今
年
度
も
、
五
中
会
場
で
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
日（
火
）

二
学
期
始
業
式

二
十
九
日（
水
）

第
二
回
部
活
動

保
護
者
代
表
者
会

七
月
十
九
日
（
木
）

「
人
権
の
花
」
運
動

山
形
市
人
権
擁
護
委
員
の
方
（
小
関
德
雄
様

第

十
一
代
校
長
）
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
、
人
を
思
い

や
る
活
動
や
い
じ
め
を
な
く
す
活

動
な
ど
、
生
徒
会
執
行
部
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
、
人
権
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
し
て
、「
人
権
の
花
運
動
」
を

行
い
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」
で
あ
る
、「
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
平
等
に
与
え
ら
れ
た
権
利
」
を
日
常
生
活
の
中
に

意
識
し
て
大
切
に
し
て
、
全
校
生
徒
に
伝
え
、
家
庭
で

も
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。

人
権
に
つ
い
て
大
事
な
こ
と
は
、
差

別
や
仲
間
は
ず
れ
を
し
な
い
こ
と

で
、
具
体
的
に
は
、「
己
の
欲
せ
ざ
る

と
こ
ろ
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」（
自

分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
ひ
と
に
し

て
は
い
け
な
い
）
と
い
う
わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
し
た
。
ま
た
、「
生
徒
会
の

活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
困
っ
て

い
る
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
一
回
で
は
伝
わ
ら

な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
必
ず
そ
う
な
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
説
明
す
る
こ
と
や
、
自

分
の
家
の
近
所
の
方
に
も
協
力
を
得
る
こ
と
な
ど
、

あ
き
ら
め
ず
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
付
近

に
植
え
る
「
松
葉
菊
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
松
葉
菊
」
の
花
言
葉
は
、「
忍

耐
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
分
、
心
広

い
愛
情
」
な
ど
で

す
。
花
を
育
て
る

心
は
人
を
大
切
に
す
る
心
や
想

い
で
す
。
そ
の
よ
う
な
心
を
、
変

わ
ら
ず
持
ち
続
け
る
五
中
生
で

あ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
無
事

行
わ
れ
ま
し
た
。


